
　新庁舎には救急リネ
ン室や救急訓練室兼講
堂があり、この施設を
有効活用して、衛生面、
救急技術の向上に励ん
でいきます。
　意識や呼吸がないな
ど緊急を要する場合、
救急車が到着するまで
の間、その場に居合わせた人による協力が必要で
す。特に、人工呼吸や心臓マッサージなどの応急
処置が非常に重要です。今後、佐原消防署でも救
命救急講習会を行う予定ですので、ぜひ参加をお
願いします。

　

佐
原
消
防
署
は
仮
設
庁
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で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
し
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新
庁
舎
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し
、
10
月
28
日
か
ら
業
務
を
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し
ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
は
、
昭
和
38
年
に
建
築

さ
れ
、
築
後
47
年
が
経
過
し
老
朽

化
が
著
し
く
、
地
震
な
ど
に
対
す

る
建
物
の
安
全
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が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
21
年
度

か
ら
建
設
計
画
に
着
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し
、
今
年

度
末
の
完
了
を
目
指
し
事
業
を
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す
。

　

今
後
は
、付
帯
施
設
（
車
庫
棟
・

訓
練
塔
な
ど
）
の
完
成
後
、
消
防

本
部
も
新
庁
舎
3
階
へ
移
転
し
、

消
防
防
災
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
平
成
26
年
4
月
1
日
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ら
業
務

を
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始
す
る
予
定
で
す
。

庁
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の
特
徴

　

消
防
署
員
の
緊
急
出
動
時
の
敏

速
な
初
動
体
制
が
と
れ
る
車
庫
内

お
よ
び
車
庫
前
の
有
効
な
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◇
防
火
防
災
や
救
命
処
置
の
普
及

啓
発
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の

避
難
場
所
な
ど
に
多
目
的
に
使
用

で
き
る
救
急
訓
練
室
兼
講
堂
を
3

階
に
設
置

◇
大
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
業

務
継
続
が
維
持
で
き
る
よ
う
72
時

間
の
連
続
使
用
が
可
能
な
自
家
用

発
電
装
置
を
屋
上
へ
配
置

◇
雨
水
貯
留
槽
を
設
け
、
雨
水
を

雑
排
水
に
再
利
用
す
る
な
ど
の
工

夫
が
さ
れ
、
経
済
的
コ
ス
ト
削
減

に
も
配
慮

◇
市
民
の
利
用
を
考
慮
し
多
目
的

ト
イ
レ
を
設
置

問
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新庁舎棟の概要
■場所　香取市佐原ロ2127番地
■庁舎構造　鉄骨造3階建て一部地下1階（地
下鉄筋コンクリート造）
■庁舎本体の延べ面積　2,950.28㎡（1
階…1,279.00㎡、2階…743.05㎡、3階…
800.00㎡、地階…128.23㎡）
■新庁舎棟概要（3階は平成26年4月から業務
開始予定）
◇1階　車庫・器材庫・消防署事務室・書庫・
署長室・防火相談室・防火衣乾燥室・防火衣
収納庫・救急リネン室・多目的トイレ
◇2階　食堂・厚生室・体力錬成室・女子更
衣室・仮眠室・シャワー室・浴室・収納庫
◇3階　消防本部事務室（総務課・予防課・
警防課）・情報管理室・災害対策室・会議室・
消防長室・書庫・救急訓練室兼講堂・収納庫
◇地階　受水槽・消火ポンプ等機械室
■付帯施設　車庫棟（２階備蓄庫）・訓練塔

消防署の施設を紹介

救急リネン室・消毒室
　救急活動で使用した衣
服などの洗浄や消毒を行
い、感染を防止します。
　リネン室は、救急用の
消耗品を保管します。

防火衣収納庫 　1つの区画に2人から4
人までの防火衣が収納さ
れています。各自が防火
衣の配置を工夫し、すぐ
に出動できるようにして
います。
　また、2カ所の出入り
口があり、車庫に直接出
る扉もあります。

仮眠室
　夜間は交代で仮眠をと
ります。ゆっくり体を休
めることができますが、
出動指令と同時に部屋の
照明がつきます。

地域に愛される消防署を目指し、
消防・防災活動に全力を尽くす佐原消防署員にインタビュー

　新庁舎は庁舎全
体が広く、普段の
事務処理を効率よ
く行うことができ
ます。また、車庫
の車両間のスペー
スも十分にとるこ
とができ出動もス
ムーズに行うこと
ができるようにな
りました。
　現在、火事や救急などの119番通報は、共同指
令センターで受け付けています。消防署に電話を
かけるより、119番通報したほうが早く現場に出
動できますので、火災や事故が起きた時は、直接
119番へ電話をお願いします。

　新庁舎となり、
災害後のぬれた防
火衣を乾かす防火
衣乾燥室や多くの
資器材を収納でき
るロッカーなど、
設備の面で災害
出動に対する準備
が容易になりまし
た。
　これから冬にか

けて空気が乾燥し、火災が発生しやすい時
季を迎えます。暖房機の使用が増えますの
で、取り扱いには注意をお願いします。

車庫
　消防車や救急車用の車庫です。
大型車以外は、前後に2台を収
容できます。
　また、排気ガスを吸い取る設
備を搭載。排気ガスはフィルター
で浄化して外に出しています。

■1階

■2階

■3階
救急訓練室兼講堂

　折りたたみ式の机と椅
子で、約100人を収容で
きます。
　また、なるべく多くの
目的に使用できるよう、
2室へ分けての使用が可
能です。

救急隊
加瀬 祐樹消防士長

消防隊
小堀 裕

ゆうと

史消防士

救助隊
實川 英樹消防士

▲10月から業務が開始された新庁舎
◀昭和38年に建築された旧庁舎

火災の発生を少なくしたい 日
々
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